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まえがき

本書は、タジマ刺繍機オプション「ひだ縫いアタッチメント」をご使用いただくためのガイドブックです。

内容を理解された上で本装置をご使用ください。

本書は、対象機種の違いや研究改良の結果、本装置の仕様と詳細において異なる場合があります。ご不明点が

ございましたら、販売代理店までお問い合わせください。

本書はすぐに参照できるよう、機械の近くで大切に保管してください。

安全に関する注意

本機の取り扱いにおける注意事項を以下のように表記しますのでお守りください。

：禁止事項

：守らなければ感電するおそれのある事項

：安全のために守っていただきたい事項

守らないと、死亡あるいは重傷［*A］となる危険性がきわめて高い注意事項

守らないと、死亡あるいは重傷 [*A] となる可能性のある注意事項

守らないと、軽傷［*B］を負ったり、物的損害が生じる可能性のある注意事項

*A 感電、けが、骨折などで後遺症が残るもの、および治療に入院や長期の通院を要するもの。

*B 治療に入院や長期の通院を要さないもの。

! 危 険

! 警 告

! 注 意
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第 1 章 装置の構成
ひだ縫いアタッチメントはボビンアタッチメント 1、テープ送りアタッチメント 2、
テープガイドアタッチメント 3 で構成されています。

• ボビンアタッチメント

• テープ送りアタッチメント

• テープガイドアタッチメント

1

2

3

テープ巾に合せる
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第 2 章 取り付けと調整
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第 2 章 取り付けと調整

ひだ縫いアタッチメントを装着する場合、ダブルボビン仕様は不可です。

1. ボビンブラケット

(1) ニップル連結ブロック 1 が取り付けられている場合は、これを外します。

(2) ボビンアタッチメント 2 をネジ 3 で固定します。

2. テープガイドアタッチメント

(1) ボビン 1 と M 軸プーリカバー 2 の隙間を 2mm 以上にし、ネジ 3 を固定します。

(2) パネル操作で「セット＋ E」を押し、ニップル 7 を上位置にします。

(3) テープガイドアタッチメント 4 をヘッドに取り付ける前に、退避レバーストッパ 5 でロックし
ておきます。

(4) ネジ付きピン 6 をニップル 7 の溝に入れながら止めネジ 8 を仮固定します。

(5) 電源オフの状態で、手動でニップル 7 を下ろし針板と接触させてから、テープガイドアタッチ
メント 4 の先端をガイド A9 に接触させ、ネジ 8 で固定します。

作業・調整するときは電源をオフにしてください。

パネル設定のとき電源をオンにしたときは、操作後必ずオフにしてください。

! 警　告

!

1
2 3

2mm 以上

1

2
3

4

5

6

7

8

9

先端をガイド A に当てる
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3. 回転リング高さ調整

(1) チドリ上死点ストッパ止めネジ 1 を緩めます。

(2) 回転リング 2 の底面と連結アーム 3 の隙間が、なるべく 7mm になるようネジ 1 を締めます。

調整範囲は 7 ～ 9mm ですが、この範囲外の数値は不可です。

チドリ縫い設定などで高さ変更不要の場合は、調整不要です。

高さ調整をしない場合は他の部品で行ないますが (p.5 参照 )、製品を縫っていて、ばらつきが発

生したら、上記の方法で調整を行なってください。

4. テープ送りアタッチメント

(1) ネジ 1 でテープ送りアタッチメント 2 を取り付けます。

(2) テープ送りアタッチメント 2 を定位置（下の写真）にして、テープ送りストッパ 3 を矢印の方

向に下げロックします。

(3) ニップル 4 を手で下げ、針板から 2mm の高さのときに、テープ送り板 5 を下図のように調整

し、ネジ 1 で固定します。

5. テープ送りアタッチメント調整

7 ～ 9mm

2

3

1

針落ちから約 2mm
でる

ガイド A 曲げ部から約 1mm 出る

3

2
1

ニップル下死点 2mm

4

5
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第 2 章 取り付けと調整
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(1) パネル操作で「セット＋ E」を押し、ニップル 1 を上位置にしておき、テープ送りストッパ 2
を上にしロックを解除します。

(2) テープ送りレバー 3 を下写真のように回転させ、再度テープ送りストッパ 2 を下にしロックし

ます。

(3) 下写真のように、ネジ 4 を緩めテープ送り板 5 の先端部と連結レバーホルダ 6 の隙間が

3 ～ 4mm になるよう、ネジ 4 先端に取り付けられている軸ピンを回転させ調整し、ネジ 4 を締

めます。

6. テープ送り板調整

(1) テープ送りレバー 1 を定位置にし、テープ送りストッパ 2 を下げロックします。

(2) 付属の主軸ハンドルで主軸を回し、針をおろします。

(3) テープ送り板 3 のスリット 4 に針が接触しないように、横方向の位置を調整して、ネジ 5 を締

めます。
このときテープ送り板 3 とブロック 6 には隙間の無いように固定してください。

隙間 3 ～ 4mm

3

2

1

4

5

6

3

2

4

5
1

6

針がスリットに接触しないように、横方向の位

置を調整する定位置
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第 3 章 ひだ縫い手順

1. テープ送りアタッチメント最終調整

(1) 縫い付ける生地をセットします。

(2) ネジ 1 を緩めて、テープ送りレバー 2 を定位置にし、テープ送りストッパ 3 にてロックしてお

きます。

(3) パネル設定で「セット＋ E」を押し、ニップル 4 を上位置にしておきます。

(4) テープ送り板 5 をテープ送りガイド 6 に指で押しあて、先端部が生地に接触するまで

テープ送りレバー 2 を矢印方向に回転させます。

(5) ネジ 1 を締め、テープ送りレバー 2 を固定します。

使用する生地の厚みが変わった場合、この調整を行なってください。

テープ送り板 5 が、下写真のようにならないように注意してください。

生地

針板

指で押す

3 2

4

5

1

テープ送り板

6

テープ送りガイド

生地をつぶさない程度に、テー

プ送り板の先端を生地に接触さ

せる
テープ送り板裏面をテープ送りガイ

ドに接触させる

出すぎ 上げすぎ
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第 4 章 縫い条件と設定
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2. テープセッティング

(1) テープボビンをセットして、テープをテープガイドに通します。

(2) 針落ちがテープ巾の中心になるようにテープガイド位置を調整します。

第 4 章 縫い条件と設定

1. 縫い条件

(1) 柄
ランニングステッチでステッチ長 1 ～ 3mm の範囲、推奨は 2mm です。

(2) 縫いつけ生地

厚みが 0.5mm 以下を使用してください。

(3) テープ

厚みは 0.8mm 以下、巾は 6 ～ 11mm で、ひだが付きやすいものを使用してください。

(4) 刺繍範囲

アタッチメントの寸法のために、Y 刺繍範囲が 80mm（前後 40mm づつ）、X 刺繍範囲が 20mm
（左右 10mm づつ）減少します。

テープガイド テープガイド

テープガイド

ネジを緩めて調整します

針落ちはテープ巾の中心
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2. 設定

操作パネルの設定は下表の通りです。設定方法詳細に関しましては本機の「ユザーズマニュアル」

を参照下さい。

* 柄データの止め縫い用ランニングステッチ数

第 5 章 縫い

1. スタート前

テープをテープ送り板から 10 ～ 20mm 程度出しておきます。

2. パターン種類

ひだ縫いのパターンは下写真のように 6 種類ありますので、パネル設定で選択してください。

選択キー 項目 設定値

B 6 縫い方選択 H（ひだ縫い）

C 1 機械回転数 600rpm

F6 2 ニップルストローク 2.0( 推奨）

F6 3 ニップル下死点 2.0（テープ、生地の厚みによる）

F6 7
ひだ送り回数 0 ～ 5

ひだ送り停止針数 0 ～ 9*

10 ～ 20mm 出しておく

パターン 0

パターン 1

パターン 2

パターン 3

パターン 4

パターン 5
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第 5 章 縫い
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3. 円弧と屈曲

円弧の半径はテープ巾の 3 倍以上にしてください。

屈曲の角度は 90°以上にしてください。

4. 調整が必要なとき

下記の場合は再調整が必要ですので、「1. テープ送りアタッチメント最終調整 (p.5)」を参照して

ください。

例 : ランニングステッチが 1.5mm 以下の場合

5. 柄終了時

(1) テープと上糸をはさみで、処理します。

テープ巾

半径はテープ巾の 3 倍以上 屈曲は 90°以上

生地面より 1mm 隙間を空ける

ひだ間隔を詰めた状態で縫います
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(2) テープ送り板 1 とテープ送りガイド 2 を退避させ、テープ送りストッパ 3 と

退避レバーストッパ（写真裏側）でロックします。

(3) バースイッチで起動させると、自動オフセットが「あり」の場合、枠はオフセットスタート位置

に戻ります。

ロックします3

2

1
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本書の一部または全部を無断で複製、転載、改編することを禁止します。

■製造元：
住所 ：〒 486-0901　愛知県春日井市牛山町 1800 番地
TEL ：(0568)33-1161（代表）　 FAX：(0568)33-1191

■販売元：タジマ工業株式会社
住所 ：〒 486-0901　愛知県春日井市牛山町 1800 番地
TEL ：(0568)37-1130（代表）　FAX：(0568)37-1230


	第1章 装置の構成
	第2章 取り付けと調整
	1. ボビンブラケット
	2. テープガイドアタッチメント
	3. 回転リング高さ調整
	4. テープ送りアタッチメント
	5. テープ送りアタッチメント調整
	6. テープ送り板調整

	第3章 ひだ縫い手順
	1. テープ送りアタッチメント最終調整
	2. テープセッティング

	第4章 縫い条件と設定
	1. 縫い条件
	2. 設定

	第5章 縫い
	1. スタート前
	2. パターン種類
	3. 円弧と屈曲
	4. 調整が必要なとき
	5. 柄終了時



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




